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山地小流域における土砂動態のモニタリング手法
A MONITORING METHOD FOR SEDIMENT MOVEMENT 
IN A SMALL MOUNTAINOUS WATERSHED 
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写真 2.12001年 5月 7日の裸地 Aの様子
おり，年間の堆砂量からこの流域の年間の土砂生産量は約 50m3 である
ことがわかっている.この堰堤から約 600m上流でヒル谷は二又に別れ











































2000年 4月に支川 A の源頭部の裸地 A付近に観測所から遠隅操作で、
方向とズームがコントロールできるビデオカメラシステムを設置し，裸





















































































































での生産土砂と石英斑岩の裸地 3の構成材料は 0.1~ 20mmの砂磯からな
り， 2mm以上の粒径で裸地 3の方が粗くなっている.未固結堆積層の裸
地 2の構成材料は他のものよりかなり小さい.ついで，濁水中の濁質は
粒径が 0.2mm以下のものからなり，それらは土砂生産源に 5から 10%
含まれている.
図 3.5は図 2.1の B1，B2，B3地点のプールに堆積した土砂の粒度分布を
示したものである.河床材料はその年に渓流に供給された土砂が観測区
間を通過した後に，プール内に残留したものを採取したものである.生
産土砂に 5~10%含まれている 0.2mm 以下の成分は B1 ，B2，B3の河床材
料にはほとんど含まれていない.







である.図 3.6下図より， No.26より下流の堆積土砂に含まれる 0.2mm
以下の成分の割合は 2%以下で， No.20の下流では全く濁度成分を含まな
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堰堤地点では， 2000年 6月から 10月まで濁度の自動計測が行われた.
それに先立って， 1999年にはいくつかの洪水時に手動で濁度を計測した.


































































































したものである. 1999年 4月 22日の融雪出水時にすでに堰堤の直上流




2000年は降雨が少なく，この年の裸地 Aの生産土砂は 7月 7日の時点
でやっと No.30付近に来ている程度である.また，このとき No.28付近よ
り下流のプール内の堆積土砂量はほぼ Oになっており，前年 7月 6日の
時点でわずかに残っていた堆積土砂はさらに侵食され，その区間のプー
ルは空の状態にある. 2000年 9月 27日の時点では その年に生産され




























時 8分を過ぎると写真 4.1 (b)に示されているように，左岸側に表面流が
発生し，土砂が土石流のような形態で移動した.その後 6時 9分から
10分に堆積土砂が土塊として移動し，その後，左岸倶IJに水みちができ，












食が始まる 6時 8分ごろか.裸地 Aの下部で土塊の移動や土石流の発生
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図 4.1 裸地 Aでの土砂移動と試験堰堤での濁度変化
4. 3 濁度の時間変化と土砂供給イベント
上記のビデオ撮影中，約 1km下流の堰堤で濁度の連続観測が行われた.
図 4.1は 6時から 9時までの堰堤地点の濁度と流量を示したものである.
濁度が大きくないのは前述したように支)1Bの流水による希釈によると
考えられる.裸地 A付近では 6時 12分ごろ(T)から濁りが強くなり始め
ているが，図 4.1によると堰堤ではそれから 45分くらい遅れて濁度の上
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の結果，推定生産土砂量は 44~ 98m3 となった.この年，堰堤に堆積し

















関 6.1は 1999年 5月 27日および 6月 17日， 2000年 6月 23日 7月












していない.しかし 7月 15日では濁度が急激に増加している. 7月 25
日以降は再び流量に対する増加率が小さくなっているとともにループも
小さくなっている.裸地 A付近の堆積土砂は強い降雨時のみ流水が生じ






それに比べて 6月 23日の堰堤地点の濁度が大きくないのは，裸地 A付
近で発生した濁水が支)1 Bの流水で希釈されたためと考えられる.その
後，土砂移動とともに土砂に含まれる濁度成分が流出するので，結果的
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図 6.1 洪水中の濁度の変化
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